
さ
く
ら
て
ん
し

ぎ
ん
な
ん　

ぎ
ん
ち
ゃ
ん

し
い
た
け　

た
け
ち
ゃ
ん

ゆ
ず
ぼ
う
や

フ
ラ
フ
ラ　

フ
ラ
く
ん

あ
じ
さ
い
ひ
め

森
の
モ
リ
く
ん

物
部
ア
ユ
ち
ゃ
ん

龍
河
洞
リ
ュ
ー
く
ん

瀧
の
シ
ブ
キ
ち
ゃ
ん

さ
ん
れ
い　

さ
ん
ち
ゃ
ん

土
佐
打
刃
物
タ
ン
ち
ゃ
ん

か
り
か
り　

モ
モ
コ
ち
ゃ
ん

や
な
せ
た
か
し

Ｃ

た
だ
い
ま

No.２３３

２２Kami
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ホ
セ
・
リ
ベ
ロア

メ
リ
カ
／
フ
ロ
リ
ダ
州

　

私
は
、
ア
メ
リ
カ
・
フ
ロ
リ
ダ

州
マ
イ
ア
ミ
出
身
の
ホ
セ
・
リ
ベ

ロ
で
す
。
地
元
マ
イ
ア
ミ
に
あ
る

フ
ロ
リ
ダ
国
際
大
学
で
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
工
学
の
学
士
号
と
修
士
号

を
取
得
し
ま
し
た
。
学
部
生
の
時

に
は
、
リ
サ
ー
チ
イ
ン
タ
ー
ン
と

し
て
高
知
工
科
大
学
で
研
究
す
る

機
会
に
恵
ま
れ
、
２
カ
月
間
、
高

知
に
滞
在
し
ま
し
た
。
滞
在
中
は

さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
し
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
日
本
に
つ
い
て
深
く
知

り
、
い
ろ
い
ろ
な
場
所
を
訪
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
残
念
な
が

ら
、
滞
在
中
に
足
を
骨
折
し
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
こ
の
経
験
を
通

し
て
、
香
美
市
で
私
を
支
え
て
く

だ
さ
っ
た
方
々
の
温
か
さ
に
触
れ
、

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
経
験
が
き
っ
か
け

と
な
り
、
ア
メ
リ
カ
で
修
士
課
程

を
修
了
し
た
後
、
集
積
回
路
設
計

と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ア
ー
キ
テ
ク

チ
ャ
に
関
し
て
学
び
、
博
士
号
を

取
得
す
る
た
め
、
高
知
工
科
大
学

に
戻
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。

も
と
も
と
、
日
本
の
研
究
環
境
が

自
分
に
合
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い

た
の
で
、
以
前
か
ら
日
本
へ
の
留

学
は
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
日
本
の
ア
ニ
メ
や
漫
画
、

特
に
ゲ
ー
ム
が
好
き
で
す
。
ま
た
、

旅
行
も
大
好
き
で
、
こ
れ
ま
で
に

何
度
も
日
本
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

北
は
札
幌
か
ら
南
は
熊
本
ま
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

高
知
県
で
暮
ら
す
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
は
、
他
の
留
学
生
た
ち
を

色
々
な
場
所
へ
案
内
し
た
り
、
一

緒
に
長
距
離
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
に

出
か
け
て
高
知
県
内
を
巡
っ
た
り

す
る
こ
と
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
足
摺
岬
と
室
戸
岬
を

訪
れ
ま
し
た
。

　

香
美
市
で
の
生
活
は
と
て
も
穏

や
か
で
、
都
会
の
喧
騒
か
ら
離
れ
、

自
然
に
囲
ま
れ
て
暮
ら
す
こ
と
で

心
が
落
着
き
、
研
究
に
集
中
で
き

る
こ
の
環
境
を
と
て
も
気
に
入
っ

て
い
ま
す
。
私
を
見
か
け
た
ら
、

ぜ
ひ
気
軽
に
「H

e
llo

!

」
と
声
を
か

け
て
く
だ
さ
い
。
私
も
「H

e
llo

!

」

と
ご
挨
拶
し
ま
す
。

第６０回  韮生郷太郎丸昔物語 竹内重意０回  韮生郷太郎丸昔物語 竹内重意

　元禄年間中期のことというから元禄十三（１

７００）年頃、大きな戦乱が絶えて世は徳川幕

府の治世下、世に「元禄文化」と呼ばれる華や

かな江戸庶民の一方、田舎農民の生活が書き残

されている。

　石ズエノ家一軒モナシ、栗ノ木ノ柱ヲ掘立テ、

梁大概九尺ニテ二間ハ稀也。桁行三間半斗、中

ニ柱ヲ立テ、是ヲ戸ノ口柱ト号ス。雨戸二枚両

方ヨリ立合セ故、障子無ケレバ、昼明リヲトル

コト成難シ、故ニ昼ハ両方へ明ケ、横ニ莚屏風

ヲ立、其上ヨリ明リヲトルコト也トゾ、並ニ土

間ノ戸壱枚、戸板戸也。扨又衣服モ単物ト言物

モナク、常住ジバン着テ、正月、五節句、神祭

等ニモ大ハンジバン也。往来適々タシナミ宜シ

キモノハ、ヒトヘ物着ニテ神拝ナドハ相勤、又

傘トイフモノハナク、北山仕成ノ板笠（白木谷

奈路等ニテ仕成也）竹ノ子皮ノ笠杯ニテ遊ブコ

トナリ、又米ノ白キ飯ナドタベルトイウコトハ

しげおきしげおき

わら

むしろ

夢ダニモナシ。冬ト春トハ田芋交ノ菜飯・麦ノ

粉稗スリ糠ノ粉杯ヲタベ、春ノ次目ニハ、摘菜、

野山ノ芽立ヲトリ、夏ノ継目ハ、シレゑ、トコ

ロ掘ツクシ、是ニテ命ヲツナグ考ノミ。

　この記録人・竹内隆蔵重意は、寛政六（１７９

４）年、太郎丸村武内重利の三男に生まれ、儒

学や医学を学び、以後は太郎丸に戻り、慶応四

（１８６８）年に亡くなっている。本家は長男が

継いだと思われ、小さな一画に住み、漢詩や郷

土史など十冊ほどの著述が残されている。韮生

郷では名が知られた人で、村人に「トナイさ

ん」と呼ばれ、「戸無いさん」という。この起

源は、栗の柱の草葺き屋根の家で、戸の代わり

に莚を垂らしていたことに由来する。裕福な家

の系図を書くのが副業、雨には専ら読書と著述

だったらしい。帯は縄を使い、頭髪は藁で縛っ

ていたと伝わっている。

　韮生郷の約三百年前、農民のくらしが絵入り

で記録して残されている。御身の安楽や十年二

十年先を考える生活をする人が大多数のなか、

この竹内重意は数百年先を考えていたと思うが、

こうした視野に立つ人は稀で、学ぶ点があるよ

うに思う。

（香美市文化財保護審議会・岡村）

▶

高
知
市
で
の
墨
絵
体
験
に
て
撮
影

◆
か
ほ
く
音
を
楽
し
む
会

演
奏
会
の
お
知
ら
せ

　

ピ
ア
ノ
と
サ
ッ
ク
ス
、
フ
ル

ー
ト
、
二
胡
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
、

オ
カ
リ
ナ
な
ど
、
日
頃
、
イ
ベ

ン
ト
や
家
庭
で
楽
器
を
楽
し
ん

で
い
る
７
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
、

今
年
で
４
回
目
と
な
る
演
奏
会

を
行
い
ま
す
。
私
た
ち
と
一
緒

に
演
奏
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

※

入
場
無
料

【
日
時
】
12
月
６
日 (

日)

(

開
場
12
時
30
時) 

13
時
～
15
時
20
分

【
場
所
】
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

２
階

ホ
ー
ル

【
問
い
合
わ
せ
先
】

か
ほ
く
音
を
楽
し
む
会 (

武
内)

☎
０
９
０
・
４
７
８
２
・
３
５
５
６

掲　

示　

板

◆
天
空
の
郷
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

土
佐
山
田
町
の
佐
岡
地
区
公

民
館
か
ら
佐
竹
地
区
「
天
空
の

郷
」
を
目
指
し
て
、
自
然
の
中

を
の
ん
び
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し

ま
す
。
地
元
の
方
の
お
接
待
や

音
楽
ラ
イ
ブ
な
ど
を
予
定
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
！　

※

参
加
無
料

【
日
時
】
11
月
29
日 (

日)

10
時
集
合
～
15
時
頃
解
散
予
定

【
集
合
場
所
】
佐
岡
地
区
公
民
館

【
定
員
】
先
着

70
人

【
注
意
事
項
】

・
飲
み
物
や
お
弁
当
は
各
自
で
持

　

参
し
て
く
だ
さ
い
。

・
電
話
ま
た
は
次
の
Ｑ
Ｒ
か
ら
、

　

事
前
申
込
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
先
】

佐
岡
地
区
公
民
館 (

宗
石)

☎
０
９
０
・
４
３
３
４
・
７
３
３
４

２３ Kami
２０２６年１１月号

(山田高校マンガ部)

◆
高
知
鏡
野
道
場(

剣
道
）

　

８
月
に
福
岡
県
で
、
第
48

回

全
国
少
年
剣
道
優
勝
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、

強
豪
の
九
州
勢
を
中
心
に
開
催

さ
れ
る
全
国
大
会
で
す
。
香
美

市
の
鏡
野
道
場
の
結
果
は
次
の

と
お
り
で
、
高
知
県
勢
と
し
て

初
の
入
賞
と
な
り
ま
し
た
！

●

小
学
生
２
年
生
以
下
団
体
戦
の
部

《
第
３
位
》

監
督　

今
久
保

幸
臣

先
鋒　

三
原

優
晴

中
堅　

入
野

叶

大
将　

大
西

奏
助

●

小
学
生
４
年
生
個
人
戦
の
部

《
第
３
位
》
竹
崎

杏
奈

さ
と

▲ 一昨年の12月に開催された

　 演奏会 (第３回) の様子

　今月満１～３歳の誕生日を迎える

お子さんを紹介します。

じ
さ
い
ひ

の
モ
リ
く

か
り
か
り　

モ
モ
コ
ち

(

12

30

) 

13

15

20

　今月満１～３歳の誕生日を迎える

お子さんを紹介します。

おたんじょうび

おめでとう

※○は土佐山田町、○は香北町、○は物部町です。香山 物

申し込みは誕生月の前月１日まで 。

　　総務課 ☎０８８７－５３－３１１２問

ご応募をおまち

しています♪

Ⓒ
や
な
せ
た
か
し

カ
ミ
ー
テ
ィ
ア

２３０

広   

告


